
(57)【要約】

【課題】一人歩きが不自由な人の歩行を補助する。

【解決手段】ズボンベルト通し部（Ｃ）は、ベルトＡ（

１）およびベルトＢ（２）の先端（１６、１７）に尾錠

（８、９）およびサルカワ（１０、１１）を取り付け、

後端（１８、１９）に筒状のズボンベルト通し（１４、

１５）を形成し、ズボンベルト通し（１４、１５）の外

面上側（２０、２１）同士を連結ベルト（３）で連結し

、連結ベルト（３）上に下端（２３）に細紐（５、６、

７）を付したカバーシート（４）の上端（２２）を取り

付ける。肩掛けベルト（Ｄ）は両端手前（２９、３０）

より連続して尾錠（８、９）のピン（１２、１３）の嵌

め穴（３１、３２）を設ける。ズボンベルト通し部（Ｃ

）の尾錠（８、９）と肩掛けベルト（Ｄ）の尾錠のピン

の嵌め穴（３１、３２）を連結する。

【選択図】　　　　　図１０
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
並 列 す る 、 先 端 （ １ ６ 、 １ ７ ） に 尾 錠 （ ８ 、 ９ ） お よ び サ ル カ ワ （ １ ０ 、 １ １ ） を 取 り 付
け 、 後 端 （ １ ８ 、 １ ９ ） に 断 面 が 鞘 口 形 の 筒 状 の ズ ボ ン ベ ル ト 通 し （ １ ４ 、 １ ５ ） を 形 成
し た ベ ル ト Ａ （ １ ） お よ び ベ ル ト Ｂ （ ２ ） の ズ ボ ン ベ ル ト 通 し （ １ ４ 、 １ ５ ） 部 分 の 外 面
上 側 （ ２ ０ 、 ２ １ ） 同 士 を 、 下 端 （ ２ ３ ） の 両 側 （ ２ ４ 、 ２ ５ ） と 中 間 （ ２ ６ ） に 細 紐 （
５ 、 ６ 、 ７ ） を 各 ２ 本 づ つ 付 し た 長 方 形 の カ バ ー シ ー ト （ ４ ） の 上 端 （ ２ ２ ） を 取 り 付 け
た 連 結 ベ ル ト （ ３ ） で 連 結 し て な る 掴 ま り 部 （ Ｃ ） と 、 両 端 手 前 （ ２ ９ 、 ３ ０ ） よ り 内 方
向 に 向 け て 尾 錠 （ ８ 、 ９ ） の ピ ン （ １ ２ 、 １ ３ ） の 嵌 め 穴 （ ３ １ 、 ３ ２ ） を 連 続 し て 設 け
て な る 肩 掛 け ベ ル ト （ Ｄ ） と で な り 、 掴 ま り 部 （ Ｃ ） の 各 尾 錠 （ ８ 、 ９ ） と 肩 掛 け ベ ル ト
（ Ｄ ） の 両 側 の 尾 錠 の ピ ン の 嵌 め 穴 （ ３ １ 、 ３ ２ ） と を そ れ ぞ れ 連 結 し て な る 伴 歩 き 掴 ま
り 歩 行 補 助 具 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 考 案 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 考 案 は 、 介 護 者 の 側 体 に 付 帯 し て 、 介 護 者 の 腰 辺 り に 掴 ま っ て 歩 け ば 歩 き が 楽 に な る 一
人 歩 き が 不 自 由 な 人 の 掴 ま り 手 と な る 歩 行 補 助 具 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 こ の 種 の 装 具 は な く 、 介 護 者 の 腰 辺 り に 掴 ま っ て 歩 行 し よ う と す れ ば 介 護 者 の ズ ボ
ン ベ ル ト に 掴 ま る し か 方 法 が な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 介 護 者 の ズ ボ ン ベ ル ト は 介 護 者 の ズ ボ ン と 一 体 化 し て い る の で 当 然 掴 ま り に く く
、 ま た 、 掴 ま ろ う と す れ ば 指 を 介 護 者 の ズ ボ ン の 内 側 に 無 理 し て 差 込 ま な け れ ば な ら な か
っ た 。 よ っ て 、 余 程 の 親 近 者 に 対 し て で な け れ ば 腰 辺 り に 手 を 差 し 込 ん で 体 を 支 え さ せ て
も ら う と い う こ と は で き に く か っ た 。 ま た 、 掴 ま ら れ る 側 の 介 護 者 が 上 着 な ど を 着 て い て
腰 部 の ベ ル ト を 表 側 に 出 し て い な い 時 な ど は ベ ル ト に 掴 ま ろ う と し て も な か な か 難 し い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の た め 、 介 護 者 の 腰 部 の ズ ボ ン ベ ル ト に 掴 ま っ て 歩 く な ど と い う 歩 行 ス タ イ ル は あ ま り
一 般 的 で な く 、 街 頭 で も 見 受 け ら れ な い の が 現 状 と な っ て お り 、 介 護 者 の 腰 辺 り に 掴 ま っ
て 歩 け ば 歩 き が 楽 に な れ る と い う 経 験 を も っ て い る 人 達 に と っ て の 切 実 な 方 法 が 放 棄 さ れ
て し ま っ て き た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 考 案 は 、 こ の よ う な 問 題 点 に 鑑 み な さ れ た も の で あ り 、 介 護 者 の 腰 部 の ズ ボ ン ベ ル ト 辺
り に 疑 似 手 す り と な る 掴 ま り 手 を 現 出 し 、 そ の 掴 ま り 手 に 掴 ま る こ と で 介 護 者 の 腰 辺 り に
掴 ま る の と 同 等 の 効 果 を 期 待 で き る 歩 行 ス タ イ ル を 実 現 さ せ る た め の 装 具 を 提 供 し よ う と
す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 考 案 に お け る 伴 歩 き 掴 ま り 歩 行 補 助 具 は 、 通 常 人 の 手 幅 二
つ を 十 分 越 え る 長 さ の 間 隔 を お い て 並 列 す る 、 先 端 （ １ ６ 、 １ ７ ） に 尾 錠 （ ８ 、 ９ ） お よ
び サ ル カ ワ （ １ ０ 、 １ １ ） を 取 り 付 け 、 後 端 （ １ ８ 、 １ ９ ） に 断 面 が 鞘 口 形 の 、 ズ ボ ン ベ
ル ト の 出 し 入 れ が 可 能 な 空 域 を 有 す る 筒 状 の ズ ボ ン ベ ル ト 通 し （ １ ４ 、 １ ５ ） を 形 成 し た
、 胸 元 か ら 腰 部 ま で に 相 当 す る 程 度 の 長 さ の ベ ル ト Ａ （ １ ） お よ び ベ ル ト Ｂ （ ２ ） の ズ ボ
ン ベ ル ト 通 し （ １ ４ 、 １ ５ ） 部 分 の 外 面 上 側 （ ２ ０ 、 ２ １ ） 同 士 を 、 下 端 （ ２ ３ ） の 両 側
（ ２ ４ 、 ２ ５ ） と 中 間 （ ２ ６ ） に 適 宜 長 さ の 細 紐 （ ５ ， ６ 、 ７ ） を 各 ２ 本 づ つ 付 し た 、 縦
が 重 ね 合 わ せ た 通 常 の ズ ボ ン ベ ル ト ２ 枚 を 一 周 半 程 度 巻 く 適 宜 長 さ で 、 横 が 通 常 人 の 手 幅
が 二 つ 入 る 適 宜 長 さ の 長 方 形 の カ バ ー シ ー ト （ ４ ） の 上 端 （ ２ ２ ） を 取 り 付 け た 、 ベ ル ト
Ａ （ １ ） お よ び ベ ル ト Ｂ （ ２ ） 間 を 十 分 連 絡 し 、 か つ 、 ベ ル ト Ａ （ １ ） お よ び ベ ル ト Ｂ （
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２ ） 間 の 並 列 間 隔 を 維 持 す る 適 宜 長 さ を 構 成 す る 連 結 ベ ル ト （ ３ ） で 連 結 し て な る 掴 ま り
部 （ Ｃ ） と 、 通 常 の 尾 錠 ベ ル ト の 後 端 と ピ ン の 嵌 め 穴 の 設 置 開 始 位 置 と の 間 隔 に 匹 敵 す る
適 宜 間 を 両 端 （ ２ ７ 、 ２ ８ ） と の 間 に お い た 両 端 手 前 （ ２ ９ 、 ３ ０ ） 位 置 よ り 内 方 向 に 向
け て 、 尾 錠 （ ８ 、 ９ ） の ピ ン （ １ ２ 、 １ ３ ） の 嵌 め 穴 （ ３ １ 、 ３ ２ ） を 、 通 常 の 尾 錠 ベ ル
ト の ピ ン の 嵌 め 穴 間 隔 と 同 様 の 間 隔 を お い て 連 続 し て 適 宜 数 設 け て な る 、 長 さ が 通 常 成 人
が 袈 裟 掛 け し て 両 端 （ ２ ７ 、 ２ ８ ） が 脇 腹 辺 り に 届 く 適 宜 長 さ の 肩 掛 け ベ ル ト （ Ｄ ） と で
な り 、 掴 ま り 部 （ Ｃ ） の ベ ル ト Ａ （ １ ） お よ び ベ ル ト Ｂ （ ２ ） の 各 尾 錠 （ ８ 、 ９ ） に 、 肩
掛 け ベ ル ト （ Ｄ ） の 両 側 の 適 宜 位 置 （ ３ ３ 、 ３ ４ ） の 尾 錠 の ピ ン の 嵌 め 穴 （ ３ １ 、 ３ ２ ）
を 、 通 常 の 尾 錠 ベ ル ト を 締 め る 際 の 尾 錠 と ベ ル ト 後 方 と の 操 作 の 仕 方 と 同 じ 要 領 で そ れ ぞ
れ 連 結 し て な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 考 案 の 実 施 の 形 態 】
考 案 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 に し て 説 明 す る 。
図 １ ～ １ ０ に お い て 、 伴 歩 き 掴 ま り 歩 行 補 助 具 は 、 通 常 人 の 手 幅 二 つ を 十 分 越 え る ２ ２ ～
２ ３ セ ン チ 程 度 の 長 さ の 間 隔 を お い て 並 列 す る 、 先 端 （ １ ６ 、 １ ７ ） に 尾 錠 （ ８ 、 ９ ） お
よ び サ ル カ ワ （ １ ０ 、 １ １ ） を 取 り 付 け 、 後 端 （ １ ８ 、 １ ９ ） に 断 面 が 鞘 口 形 の 、 ズ ボ ン
ベ ル ト 一 本 の 出 し 入 れ が 可 能 な 空 域 を 有 す る 筒 状 の ズ ボ ン ベ ル ト 通 し （ １ ４ 、 １ ５ ） を 形
成 し た 、 胸 元 か ら 腰 部 ま で に 相 当 す る ３ ０ セ ン チ 強 程 度 の 長 さ の 、 通 常 の ズ ボ ン ベ ル ト と
同 材 料 の 革 ま た は 合 皮 で な る ベ ル ト Ａ （ １ ） お よ び ベ ル ト Ｂ （ ２ ） の ズ ボ ン ベ ル ト 通 し （
１ ４ 、 １ ５ ） 部 分 の 外 面 上 側 （ ２ ０ 、 ２ １ ） 同 士 を 、 下 端 （ ２ ３ ） の 両 側 （ ２ ４ 、 ２ ５ ）
と 中 間 （ ２ ６ ） に ２ ０ セ ン チ 程 度 の 適 宜 長 さ の 皮 ま た は 布 製 の 細 紐 （ ５ 、 ６ 、 ７ ） を 各 ２
本 づ つ 付 し た 、 縦 が 重 ね 合 わ せ た 通 常 の ズ ボ ン ベ ル ト ２ 枚 を 一 周 半 程 度 巻 く １ ２ ～ １ ３ セ
ン チ 程 度 の 適 宜 長 さ で 、 横 が 通 常 人 の 手 幅 が 二 つ 入 る ２ ０ セ ン チ 程 度 の 適 宜 長 さ の 長 方 形
の 薄 皮 ま た は 布 製 で な る カ バ ー シ ー ト （ ４ ） の 上 端 （ ２ ２ ） を 取 り 付 け た 、 ベ ル ト Ａ （ １
） お よ び ベ ル ト Ｂ （ ２ ） 間 を 十 分 連 絡 し 、 か つ 、 ベ ル ト Ａ （ １ ） お よ び ベ ル ト Ｂ （ ２ ） 間
の 並 列 間 隔 を 維 持 す る 、 ２ ２ ～ ２ ３ セ ン チ 程 度 の 適 宜 長 さ の 連 結 間 隔 を 構 成 す る ベ ル ト Ａ
（ １ ） お よ び ベ ル ト Ｂ （ ２ ） と 同 材 料 の 連 結 ベ ル ト （ ３ ） で 連 結 し て な る 掴 ま り 部 （ Ｃ ）
と 、 通 常 の 尾 錠 ベ ル ト の 後 端 と ピ ン の 嵌 め 穴 の 設 置 開 始 位 置 と の 間 隔 に 匹 敵 す る ７ ～ ８ セ
ン チ 程 度 の 適 宜 間 を 両 端 （ ２ ７ 、 ２ ８ ） と の 間 に お い た 両 端 手 前 （ ２ ９ 、 ３ ０ ） 位 置 よ り
内 方 向 に 向 け て 、 尾 錠 （ ８ 、 ９ ） の ピ ン （ １ ２ 、 １ ３ ） の 嵌 め 穴 （ ３ １ 、 ３ ２ ） を 、 通 常
の 尾 錠 ベ ル ト の ピ ン の 嵌 め 穴 間 隔 と 同 様 の ２ ． ５ セ ン チ 程 度 の 間 隔 を お い て 連 続 し て １ ０
個 程 度 の 適 宜 数 設 け て な る 、 ベ ル ト Ａ （ １ ） お よ び ベ ル ト Ｂ （ ２ ） と 同 幅 、 同 材 料 で 、 長
さ が 通 常 成 人 が 袈 裟 掛 け し て 両 端 （ ２ ７ 、 ２ ８ ） が 脇 腹 辺 り に 届 く ９ ０ セ ン チ 程 度 の 適 宜
長 さ の 肩 掛 け ベ ル ト （ Ｄ ） と で な り 、 掴 ま り 部 （ Ｃ ） の ベ ル ト Ａ （ １ ） お よ び ベ ル ト Ｂ （
２ ） の 各 尾 錠 （ ８ 、 ９ ） に 、 肩 掛 け ベ ル ト （ Ｄ ） の 両 側 の 選 択 し た 適 宜 位 置 （ ３ ３ 、 ３ ４
） の 尾 錠 の ピ ン の 嵌 め 穴 （ ３ １ 、 ３ ２ ） を 、 通 常 の 尾 錠 ベ ル ト を 締 め る 際 の 尾 錠 と ベ ル ト
後 方 と の 操 作 の 仕 方 と 同 じ 要 領 で 、 肩 掛 け ベ ル ト （ Ｄ ） の 両 端 （ ２ ７ 、 ２ ８ ） 側 を ベ ル ト
Ａ （ １ ） お よ び ベ ル ト Ｂ （ ２ ） の 各 尾 錠 （ ８ 、 ９ ） に そ れ ぞ れ 差 し 入 れ る と 共 に 、 肩 掛 け
ベ ル ト （ Ｄ ） の 両 側 の 選 択 し た 各 適 宜 位 置 （ ３ ３ 、 ３ ４ ） の 尾 錠 の ピ ン の 嵌 め 穴 （ ３ １ 　
、 ３ ２ ） を ベ ル ト Ａ （ １ ） お よ び ベ ル ト Ｂ （ ２ ） の 各 尾 錠 （ ８ 、 ９ ） の ピ ン （ １ ２ 、 １ ３
） に そ れ ぞ れ 嵌 め 、 該 嵌 め 位 置 先 の 肩 掛 け ベ ル ト （ Ｄ ） の 両 端 （ ２ ７ 、 ２ ８ ） を ベ ル ト Ａ
（ １ ） お よ び ベ ル ト Ｂ （ ２ ） の 各 サ ル カ ワ （ １ ０ 、 １ １ ） に そ れ ぞ れ 通 し て 連 結 し て 形 成
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 考 案 の 効 果 】
本 考 案 は 、 上 述 の と お り 構 成 さ れ て い る の で 、 次 に 記 載 す る 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 考 案 に お い て 、 伴 歩 き 掴 ま り 歩 行 補 助 具 は 、 連 結 ベ ル ト （ ３ ） を 左 右 ど ち ら か の 腰 部 に
当 て 、 肩 掛 け ベ ル ト （ Ｄ ） を 連 結 ベ ル ト （ ３ ） を 当 て た 腰 部 側 と は 反 対 側 の 肩 に 当 て て 袈
裟 掛 け 状 で 肩 掛 け し 、 連 結 ベ ル ト （ ３ ） の 裏 に 添 わ せ な が ら ズ ボ ン ベ ル ト 通 し （ １ ４ 、 １
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５ ） に 通 常 使 用 す る 市 販 の 革 ま た は 合 皮 の ズ ボ ン ベ ル ト を 通 し 、 か つ 、 ズ ボ ン ベ ル ト の バ
ッ ク ル を 締 め て 該 ズ ボ ン ベ ル ト を 腰 回 り に 付 帯 し 、 連 結 ベ ル ト （ ３ ） 上 の カ バ ー シ ー ト （
４ ） の 下 端 （ ２ ３ ） を ズ ボ ン ベ ル ト の 裏 側 へ 回 し 入 れ 、 さ ら に 周 回 さ せ な が ら 重 な る 連 結
ベ ル ト （ ３ ） と ズ ボ ン ベ ル ト と に 巻 き 付 け 、 か つ 、 カ バ ー シ ー ト （ ４ ） の 下 端 （ ２ ３ ） の
各 細 紐 （ ５ 、 ６ 、 ７ ） を 、 そ れ ぞ れ 二 分 け し て 巻 き 付 け ら れ た カ バ ー シ ー ト （ ４ ） 上 に 回
し た 上 で そ の 先 端 同 士 を 結 ん で 介 護 者 の 側 体 に 装 着 さ れ る こ と で 、 介 護 者 の 腰 部 の ズ ボ ン
ベ ル ト 辺 り に 介 護 者 の 肩 上 か ら 吊 り 下 が る 疑 似 手 す り と な る 掴 ま り 手 が 現 出 さ れ る と い う
状 態 を 創 出 し 、 そ の 結 果 、 介 護 者 の 腰 辺 り に 掴 ま っ て 歩 け ば 歩 き が 楽 に な る 一 人 歩 き が 不
自 由 な 人 が 、 本 具 を 装 着 し た 介 護 者 に 同 伴 さ れ て 歩 く 場 合 は 、 介 護 者 の 腰 辺 り に 掴 ま り 手
を 歴 然 と 確 認 で き 、 何 等 躊 躇 な く 手 摺 に 掴 ま る の と 同 じ 要 領 で 掴 ま り 手 に 掴 ま る こ と で 、
介 護 者 の 腰 辺 り に 掴 ま る の と 同 等 の 感 覚 を 期 待 で き る 歩 行 ス タ イ ル が 実 現 さ れ 、 も っ て 、
安 心 歩 行 を 心 す る こ と が で き る と い う 歩 行 方 法 の 抜 本 改 善 を 生 み 出 す と い う 効 果 を 生 じ せ
し め る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
し か も 、 本 具 は 体 裁 上 か ら も 整 然 と し た 外 装 の 形 態 で 形 成 さ れ て 介 護 者 に 装 着 さ れ る た め
、 掴 ま り 動 作 も 、 介 護 者 の 衣 服 の 一 部 に 掴 ま る の と は 違 う 、 掴 ま り 手 に 掴 ま る と い う だ ら
し な さ の な い 動 態 と な り 、 仮 に 晴 れ が ま し い 厳 粛 な 場 で あ っ て も 堂 々 と し た 歩 行 形 態 と し
て の 印 象 を 第 三 者 に 与 え る に 違 い な い し 、 当 然 、 あ ら ゆ る 屋 内 、 あ ら ゆ る 街 頭 な ど 公 共 の
場 に 進 出 し て も 、 通 常 の 杖 を 使 っ て 歩 行 す る の と 同 じ よ う な 印 象 が 形 成 さ れ 、 も っ て 、 介
護 者 の 腰 辺 り に 掴 ま っ て 歩 け ば 歩 き が 楽 に な る 一 人 歩 き が 不 自 由 な 人 た ち に 、 歩 行 面 積 の
拡 大 だ け で な く 社 交 機 会 の 拡 大 に 役 立 つ 独 立 し た 新 た な 介 護 用 具 が 形 成 さ れ る と い う 社 会
的 効 果 も 確 認 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 介 護 者 の 腰 辺 り に 掴 ま っ て 歩 け ば 歩 き が 楽 に な る 一 人 歩 き が 不 自 由 な 人 が 掴 ま ら せ
て も ら う 相 手 を 、 身 体 に 触 れ る と い う こ と も あ っ て 対 象 が 限 ら れ や す か っ た が 、 独 立 し た
掴 ま り 手 が で き れ ば 、 直 接 身 体 に 触 れ る よ う な こ と も な く な る の で 、 介 護 者 が 本 具 を 装 着
さ え し て く れ れ ば 、 介 護 者 と の 関 わ り に 関 係 な く 手 を 掛 け る こ と が 自 然 に で き る よ う に な
り 、 介 護 者 本 人 を 特 定 す る 必 要 も な く 、 た と え 異 性 間 で も 、 ま た 他 人 間 で も 堂 々 と 腰 辺 り
に 手 を 掛 け さ せ て も ら え る こ と と な り 、 も っ て 、 介 護 者 が 拡 大 さ れ る と い う 、 介 護 条 件 の
改 善 も 期 待 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 本 具 は 、 介 護 者 の 腰 辺 り に 掴 ま っ て 歩 け ば 歩 き が 楽 に な る 一 人 歩 き が 不 自 由 な 人 が
車 か ら 下 車 す る 際 に も 、 介 護 者 が 本 具 を 装 着 し て れ ば 、 容 易 に 本 具 の 掴 ま り 手 に 掴 ま つ て
降 り る こ と が で き る の で 、 従 来 の よ う に あ ち こ ち 掴 ま る 所 を 探 し な が ら 、 結 局 腕 を 取 ら れ
な が ら 降 り る と い う 下 車 時 の 難 儀 を 一 定 程 度 解 消 す る と い う 効 果 も 顕 著 に 有 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
そ の た め 、 本 具 は 、 ホ ー ム ヘ ル パ ー な ど プ ロ の 介 護 者 に と っ て も 、 車 で 被 介 護 者 と 同 行 す
る 場 合 な ど は 、 被 介 護 者 の 状 態 に 応 じ て 必 携 を 義 務 付 け ら れ る 用 具 に さ れ 得 る 可 能 性 も 十
分 有 す る と い う 効 果 も 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 本 具 は 、 右 掛 け 左 掛 け の 交 替 は も ち ろ ん 、 正 面 か ら の 吊 り 下 げ な ど も 装 着 者 の 腕 の
出 し 入 れ で 簡 単 に で き る の で 、 介 護 者 の 腰 辺 り に 掴 ま っ て 歩 け ば 歩 き が 楽 に な る 一 人 歩 き
が 不 自 由 な 人 だ け に 限 ら ず 、 自 力 で の 立 上 が り が 困 難 な 人 達 に 対 し て も 、 介 護 者 が 本 具 を
正 面 に 装 着 し て 面 前 に 向 か い 、 本 具 の 掴 ま り 手 に 両 手 を 掴 ま ら せ て 、 要 領 よ く 重 力 移 動 を
さ せ れ ば 、 介 護 者 の 僅 か の 身 体 持 ち 上 げ 援 助 で よ い し ょ と 立 上 ら せ る こ と が で き る 用 具 に
な り 得 る と い う 効 果 も 有 す る 。 こ れ に よ っ て 、 衣 服 の 着 脱 、 と く に ズ ボ ン の 上 げ 下 ろ し の
介 護 が ス ム ー ス に 行 わ れ る よ う に な る こ と は 間 違 い な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
そ し て 、 こ れ ら 車 か ら 下 車 時 の 使 用 や 立 ち 上 げ 援 助 で の 使 用 な ど で は 、 本 具 は 明 ら か に 装
着 す る 側 の 肉 体 的 負 担 の 点 で 、 装 着 し な い 場 合 に 比 べ て 格 段 の 軽 減 を も た ら す 。 こ う し て
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、 本 具 は 一 方 で 、 介 護 さ れ る 側 だ け で な く 介 護 者 の 側 へ も 、 力 の 負 担 軽 減 、 介 護 作 業 の ス
ム ー ス な 進 行 と い う 介 護 条 件 の 改 善 を 提 供 す る 用 具 に も な り 得 る と い う 効 果 も 確 認 で き る
。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 本 具 は 肩 掛 け ベ ル ト の 両 端 側 に 尾 錠 の ピ ン の 嵌 め 穴 を 適 宜 数 有 し て い る た め 、 装 着
者 の 背 の 高 低 に 合 わ せ て 自 在 に ピ ン の 嵌 め 穴 位 置 が 選 択 で き る の で 、 連 結 さ れ る ベ ル ト Ａ
お よ び ベ ル ト Ｂ と 肩 掛 け ベ ル ト 全 体 の 長 さ を 簡 単 に 調 整 で き 、 誰 が 装 着 し て も 常 時 腰 辺 り
の 位 置 に 掴 ま り 手 を セ ッ ト す る こ と が 容 易 で あ り 、 当 然 、 掴 ま り 手 の 高 さ も 、 同 様 の や り
方 で 調 整 で き る の で 、 腰 部 だ け で な く 完 全 に 掴 ま る 側 の 条 件 に 合 わ せ た 位 置 設 定 を 行 う こ
と が で き 、 絶 え ず 、 掴 ま る 側 に 無 理 の な い 掴 ま り 動 作 を 保 証 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 本 具 は 掴 ま り 手 部 分 が ベ ル ト ２ 枚 重 ね と カ バ ー シ ー ト の 一 巻 き 半 で 堅 め を 有 す る よ
う に 構 成 さ れ 、 か つ 、 長 さ も 手 二 つ 掛 け ら れ る 余 地 を も っ て 形 成 さ れ て い る の で 、 掴 ま る
側 は 持 応 え と ゆ っ た り し た 手 掛 け 感 覚 で 掴 ま る こ と が で き 、 ま た 、 重 ね 合 わ せ の １ 枚 が 腰
に 巻 き 付 く 革 ま た は 合 皮 の ズ ボ ン ベ ル ト で あ る こ と か ら 、 掴 ま っ て も 、 だ ら り と 垂 れ 下 が
る 心 配 も な く 、 安 定 し た バ ラ ン ス 維 持 の も と で の 歩 行 が 保 証 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
さ ら に 、 掴 ま り 手 部 分 が 肩 か ら の 吊 り 手 と 腰 回 り の ズ ボ ン ベ ル ト と の ク ロ ス 体 で な っ て い
る こ と か ら 千 切 れ の 心 配 も な く 、 肩 掛 け ベ ル ト と ベ ル ト Ａ お よ び ベ ル ト Ｂ と の 連 結 も 尾 錠
と い う 超 堅 固 な 連 結 具 で 連 結 さ れ て い る こ と で 離 脱 の 不 安 を 生 じ さ せ な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
そ し て 、 本 具 は 、 現 在 以 降 の 高 齢 化 社 会 の な か で 有 用 な 用 具 に な り 得 る と い う 点 で 、 ま た
、 構 造 も 簡 易 で 使 用 方 法 も 簡 単 で あ り 、 し か も 低 コ ス ト で 作 成 で き る と い う 点 で 、 ま た 、
新 た な 介 護 用 具 で あ る と い う 点 で 、 新 た な 大 量 生 産 商 品 に も な り 得 る と い う 経 済 効 果 も 明
ら か に 期 待 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】
掴 ま り 部 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】
掴 ま り 部 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】
掴 ま り 部 の 前 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】
掴 ま り 部 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】
肩 掛 け ベ ル ト の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】
肩 掛 け ベ ル ト の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 肩 掛 け ベ ル ト の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 考 案 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 考 案 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 考 案 の 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
Ｃ 　 掴 ま り 部
Ｄ 　 肩 掛 け ベ ル ト
１ 　 ベ ル ト Ａ
２ 　 ベ ル ト Ｂ
３ 　 連 結 ベ ル ト
４ 　 カ バ ー シ ー ト
５ 、 ６ 、 ７ 　 細 紐
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８ 、 ９ 　 尾 錠
１ ０ 、 １ １ 　 サ ル カ ワ
１ ２ 、 １ ３ 　 尾 錠 （ ８ 、 ９ ） の ピ ン
１ ４ 、 １ ５ 　 ズ ボ ン ベ ル ト 通 し
１ ６ 　 ベ ル ト Ａ の 先 端
１ ７ 　 ベ ル ト Ｂ の 先 端
１ ８ 　 ベ ル ト Ａ の 後 端
１ ９ 　 ベ ル ト Ｂ の 後 端
２ ０ 、 ２ １ 　 ズ ボ ン ベ ル ト 通 し 外 面 の 上 側
２ ２ 　 カ バ ー シ ー ト の 上 端
２ ３ 　 カ バ ー シ ー ト の 下 端
２ ４ 、 ２ ５ 　 カ バ ー シ ー ト の 下 端 の 両 側
２ ６ 　 カ バ ー シ ー ト の 下 端 の 中 間
２ ７ 、 ２ ８ 　 肩 掛 け ベ ル ト の 両 端
２ ９ 、 ３ ０ 　 肩 掛 け ベ ル ト の 両 端 手 前
３ １ 、 ３ ２ 　 尾 錠 （ ８ 、 ９ ） の ピ ン （ １ ２ 、 １ ３ ） の 嵌 め 穴
３ ３ 、 ３ ４ 　 肩 掛 け ベ ル ト の 両 側 の 選 択 し た 適 宜 位 置
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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